
GRM（GrapeRecycleMaterial)バイオ工法

 ワインの搾りかすを用いた土壌汚染の処置＿



廃棄物処分跡地

農薬類

タンク

特定有害物質（26種類）

１．土壌汚染とは（規制の対象）

第１種＜VOCｓ＞
揮発性有機化合物

第２種
金属系

第３種
農薬系
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カドミウム
シアン
鉛
六価クロム
砒素
総水銀
アルキル水銀
セレン
ふっ素
ぼう素

ジクロロメタン 四塩化炭素
1.2ジクロロエタン 1.1ジクロロエチレン
1.3ジクロロプロペン 1.2ジクロロエチレン
1.1.1トリクロロエタン 1.1.2トリクロロエタン
トリクロロエチレン テトラクロロエチレン
クロロエチレン ベンゼン

シマジン
チウラム
チオベンカルブ
有機リン
PCB



土壌汚染に関する法規制

土壌汚染対策法（略称：どたいほう）

目的：人の健康被害を防止すること

２．土壌汚染対策法とは
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３．土壌汚染等への処置

4

バイオ工法
の１つである
ＧＲＭ工法を
紹介
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→「持続可能な開発目標（SDGs）
の達成」と

「汚染土壌浄化」の両立

山梨県ではワイン製造時にぶどうの搾り
かす（ワイン搾りかす）が年間約3,000t 
発生。

用途が少なく廃棄が多い

食品副産物の有効活用の相談

４．ＧＲＭバイオ工法（背景）



6

ワイナリー
VOC分解菌活性化剤
“GRM”

VOC汚染サイト

ワイン搾りかす

赤ワイン搾りかす
を原料に製造

JXTGエネルギー、NIPPO、アバンス、
シナプテックとの共同開発製品。

４．ＧＲＭバイオ工法（概要）
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４．ＧＲＭバイオ工法（概要）
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微生物分解の分解原理

テトラクロロエチレンが逐次分解し、
3つの特定有害物質の形態を経て、無害化。

（嫌気性微生物分解）

空気の少ない酸素が存在しない状態で、嫌気性微生物により、有機物を還元分解する。

栄養剤は、多くの会社が保有しており

嫌気性微生物分解に使用している。
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①安全・安心：食用可能な果物が原料

②低価格：食品副産物を利用するので類似
薬剤より2割以上低価格

③分解性能：好条件下では、最短２ヶ月で

効果が検証されている

④使用性：GRMは液体です。井戸から浸透

させるだけ、設備も簡単。

※GRMは特許出願済（2017年2月、特願2017-028398）

４．ＧＲＭバイオ工法（特徴）
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４．ＧＲＭバイオ工法（室内試験）
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４．ＧＲＭバイオ工法（室内試験）
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VOCの分解 ①（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）→②（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）→
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検討依頼

土壌等調査

トリータビリティー試験

土質・汚染状態

適合する

適合
しない

GRMの設計

別工法で
の提案

見積り書の提出

基準値
適合可能

１地点からの採土

トリータビリティー
試験
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４．ＧＲＭバイオ工法（適用検討フロー）
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施工事例１（電子部品工場）

試験状況

GRM注入井戸５本設置

観測井戸５本設置

13m

0-1m

1-2m
2-3m

3-4m

4-5m



16

施工事例１（電子部品工場）

小型ポンプ

20m

20m

薬剤混合装置
800×1,000×h1,750

小型ポンプ
発電機

10m

10m

観測井戸

5m

5m

0.1MPa

浸透地点

【浸透方法：井戸からの圧力浸透】
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施工事例１（電子部品工場）

効果

浸透地点から2.5m

13m

浸透地点から13m
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5m

水路

クリーニング工場

事務所

パークの空缶

安全柵

GRM-1

M-1

パークドライ機

注入井戸

観測井戸

GRM注入タンク

10m

1.4m

観測井戸 M-1

注入井戸 GRM-1
（兼観測井戸）

6m

4m

GRM
タンク

5m

GRM-1

M-1

• 井戸2本設置
• GRM-1の深度-4ｍより
GRMを注入

施工事例２（クリーニング工場跡地）

• 透水性は良好
• 水位勾配がほとんどなく 地下水流向判断困難

【概要】
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浸透地点（GRM-1）、5m離れた地点（M-1)

VOC分解菌は浸透前より10～100倍程度増加を持続

施工事例２（クリーニング工場跡地）

【VOC分解菌数の経過】
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左（浸透地点）：全物質が浸透後2.5ｹ月で無害化
右（観測地点：5m)：PCE・TCE・DCEは浸透後４ヶ月で無害化

：VCは6ヶ月連続で濃度低減傾向

④野外試験の実績（クリーニング工場跡地）施工事例２（クリーニング工場跡地）

【VOC濃度経過】
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0.1MPa

その他の施工方法

【注入ロッドからの圧力浸透】



まとめ

①GRMバイオ工法は、VOCによる土壌地下水
汚染の処置方法

②GRMはワインの搾りかすの新たな用途
→もうカスではない
③適用可能か試験で確認し、現場条件に

合わせた施工方法を設計

④現在、施工済み事例は４件
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